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20日(月)、中学校にて、今年度最終となる第４回学校運営協

議会が開催されました。 
〇小・中学校学校評価説明・意見交換 
〇地域コーディネーター活動報告 
〇学校運営協議委員の継続について 
〇教育自立圏推進プランについて 
〇小中一貫教育に係る取組と学校運営協議会予定 
〇４月のあいさつ運動について 

上記について協議した後の情報交換では、小中共に休みがち

の児童・生徒について、さらに、小学校からは３学期も行事が予定通りに実施できていることにつ

いて、中学校からは卒業式のマスクの着用の対応について等を話題としました。 

また、工藤石川町会長より、下記の点についてお知らせがありました。 

 〇２月１日(水)より、御幸橋歩道の除雪を県が行うことになった。 

 〇町会で設置した防災サイレンにより、４月より１１：３０と１７：００に時報を鳴らすこ 

とになった。 

各委員の皆様、今年度もお世話になりました。来年度も学校教育活動を展開するにあたり、貴重

なご意見を承りたいと存じます。ありがとうございました。 

 

どちらの行事も、今年度は予定通り実施することができま

した。 

入学説明会では、木村校長の挨拶の後、各担当の先生方か

ら、中学校の学習・生活のきまりに関わることについて詳し

い説明がありました。また、生徒会活動や部活動についても

説明され、小学校生活との違いを感じつつも、４月から始ま

る中学校生活に期待が膨らんだのではないでしょうか。 

中学校からは５０分授業となりますが、参加した児童は、

それほど抵抗はないようでした。濱谷先生との数学では、「三角形の作図」についての学習をしま

した。緊張したため発言は少なかったようですが、各自作図することができました。松本先生との

音楽では、「ボディーパー

カッションに挑戦」しまし

た。体を動かしているうち

に緊張もほぐれ、楽しく活

動できました。 

実際に、中学校の教室で

よい経験ができたようで

す。 



一晩で40㎝ほど降雪した日もありましたが、多数の重機が
投入され、主に中学校が体育等を行うアリーナの基礎部分にコ
ンクリートが敷かれはじめました。 
一方小学校では、通路のため暗くなった１・２年生教室に照

明が増設され、駐車場の雪が一旦全て排雪されました。 
運営協議会に出席した弘前市教育委員会学校整備課の担当者

によると、工事は計画通り進んでいるとのことでした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

避難訓練  1/23(月)中学校 

３年生激励集会 

1/31(火) 中学校 

小学校スキー教室 
2/7(火) 小5･6年  

５年生も６年生も初めてのスキー

教室でした。指導の補助をしていた

だいた保護者の方々、ありがとうご

ざいました。 

後期児童会総会 
2/2(木) 小3～6 

冬のゲーム大会 
2/7(火) 小1～4 

なわ跳び大会 
2/16(木) 小学校 

小中合同 
ボランティア 

1/27(金) 

授業の様子 


